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●第２２回関 西 部会 ・ 統一 論題 報 告： 複 式 簿記 の 記録 機 能●

二複式簿記の記録機能と財務諸表作成機能との融合

一 ＸＢＲＬ ＧＬによる実現 一一

坂 上 学 （大阪市立大学）

１ は し が き

ルカ・パチオ リによ る 『ス ンマ』 が出版 されて

か ら今日に至る まで， 複式簿 記の原 理は基 本的に

変 わっていない。 しか しな がら簿記 をめく
・る 周辺

的な 諸事情が大きく 変化 し， 簿 記の処 理は情 報シ

ステム 上でなされる よう になっ ている。 仕訳 の作

業はコ ンピュータ が自動 的にお こなって く れ， 財

務諸表の 作成もある 程度の 自動 化が進 んでい る。

しか しながら簿記 処理の シス テム化 が進む につ

れ， 簿記の 研究者に 色々な 問題 を提起す るよう に

な っている。 たとえ ば会計情 報 システム のデータ

ベ ース構造を見 てみる と， 本来必 須であ るはずの

元 帳に相当する ファイ ルが ない場 合がある。 この

よう に会計情報 システム の内 部で は，
一部 に複式

簿記 の枠組みと は異な る処理 がなさ れてい るの で

ある。 それゆえ 複式簿記 は将来 不要 となる ので は

ない か， どいっ たよう な漠然と した 不安 が広がっ

ている ことも事 実である。

Ｘ Ｂ Ｒ Ｌ （ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ Ｌａｎ－

ｇｕａｇｅ） と呼 ばれる 財務 報告 のた めの 記 述言 語が

登 場 し て 早 ６ 年 と な る。 Ｘ ＢＲＬ で は， イ ン プ ッ ト

データを記 述する ＸＢＲＬＧＬ と
， アウ トプッ トデ

ー タ を記 述す る ＸＢＲＬ の ＦＲ と いう ２つ の 仕 組

み がある が， こ れら がどの よう な 機能や 構造 を持

つ ものであ るかについて は， 現 時
点において もあ

ま り 理 解 が 進 ん で い な い。 そ の 原 因 は，
ＸＭＬ

（ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ Ｍａｒｋｕｐ ｌａｎｇｕａｇｅ） の 最 先 端 技 術 を

ふ んだん に取 り入 れた 複 雑な 構造 を ＸＢＲＬ が持

っ て い る た め で あ る。 こ の こ と が， 多 く の 会 計 研

究者を 遠 ざけ， 不 安を助長 させる一因 ともなって

い る（１）
◎

本稿 では， 複式 簿記の基 本機能と して 記録機能

と財務 諸表作成機 能とに分 け， それ ぞれの局面に

おいて，
ＸＢＲＬ がどのよう に対 応 してい るかを説

明 し， ＸＢＲＬ ＧＬ が複式簿記 の記録機 能と財務諸

表作成機 能とをどの よう に融 合させてい るのか，

そ の仕組み を明らか にする。ＸＢＲＬ か ら見 た複式

簿 記の機 能と：構造を明 らか にす ること によって，

前 述のよう な漠然と した不安を 解消させ ることに

も な る だ ろ う し， む し ろ Ｘ ＢＲＬ の 事 例 を 通 じ て，

複式 簿記の思 考様式 が持 つ普遍性 を示すこ とに し

た い
。

ＩＩ 複式簿記の特徴

伝 統的な複式 簿記の諸手 続は， 手作業を前提 と

して 発展 してき たもの である。 手 作業か らくる 量

的・ 時間的な制約 は， 複式 簿記の 機能と構造 を研

ぎ澄ま す し， 非効 率で不要 な手続 きは捨象さ れ，

必要最 小限で最大 の効果 をもた らす計算システム

審 査 受 付２００６年１１月２５日 掲 載 決 定２００７年 ３ 月３０日
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図１ 仕訳から財務諸表までの流れ

元帳 試算表

仕訳

複式記入の原 槍

資産

負債

資本

．
費 用

’

資産

費規

負債

資本

『
双錘

決算手続

自己検証機能

経済事象 幡 財務諸表

貸借対照表 損益計算書

へと進 化させる ことに成功 した。 その 結果，
最 小

限の記 録属性の みを記録 し， 最小 限の
手続き で財

務諸表を導出できるような勘定科目体系が生み出

さ れ た の で あ る。

仕 訳で記 録する基 本属性は， 日付・借 方勘定・

借 方金額・貸 方勘定・貸 方金額の５ つのみで ある。

ま た
， そ
れを補足 するため に 「小書き」 という も

の が存在 してい るが， こ れは複雑
な日々 の取引 を

記述す るには， 単純す ぎる
ともい える属性内 容と

なって いる。 この５つの 基
本属性 と補足情 報のみ

の記録 でも十 分に機能 してきたこ とは， 歴 史が証

明 し て い る。

ま た複式 簿記で は， 記録さ れ
た勘定科 目毎に残

高 を集計 し， そ
れらをス トック 項目と フロー項目

に分類するだけで貸借対照表と損益計算書という

２つの 財務諸表 が導出さ れるよう になっている。

またこ の時， いったん 試算表を 作成する
という 手

順を ふむこ とで， 手作 業による転 記
ミスを 発見で

き る よ う に も な っ て い る （図 １）。

このよう に複式 簿記は非 常に合理的 にできてお

り， 自然 科学領
域 の研究者 からも複式 簿記は極め

て 合 理的に構 成され，てい る
と指摘さ れているの は

（岡部 ２００６），
複式簿記 の基本原 理が普遍的な力 を

持つ ことの 証左であろう。

ＩＩＩ 複式 簿 記シ ステ ム の ２つ の 機 能と 役割

ここ で，複
式簿記シス テムの 分析視 点と して「記

録機ｉ能」 と 「財務 諸表作成 機能」 という ２つの 局

面 を 設 定 す る こ と に し た い。

複 式簿記の記 録機能と は， 日々 の取引 の中 で，

会計事象を複式簿記の枠組みで把握する機能であ

る。 ここ で複
式簿記の 枠組み で把握す ると は， 取

引 を 借 方 ・ 貸 方 の ２ つ の 側 面 か ら 捉 え， 資 産 ・ 負

債 ・ 資 本 ・ 収 益 ・ 費 用 と い う ５ つ の カ テ ゴ リ ー に

当て はめ， そ れに対
応する 金額 を確定 し， 日付・

借方勘 定科目・ 借方金額・ 貸方 勘定科目 ・貸方金

額 という ５つの 属性をも った 「仕訳」 というフ ォ

ー マットで把 握するという こ とを指す。 金額の 確

定 には， 一部 例外 があ るもの の， 概
ね測定基 礎と

してキャッ シュフロー を拠り 所とす るこ とを基本

と し て い る （た と え ば Ｓｏｒｔｅｒ ６オ α１．
１９９０な ど を 参

照）
。

こ れに対 し，
複式簿 記の財務 諸表作 成機能 とは，

決算 手続において 発生 主義にも とついて 費用収 益

の見 越 し・繰り 延べを行 い， 現金収支 計算べ一 ス

の 記録を， 費用 収
益計 算べ一ス の記録 へと変 換す

る一連の作 業と見るこ とが できる。 こ の一連 の手
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図２ 決算手続きの流れ

試算表 財務諸表

資産

費 瑠，．

負債

資本
決算手続

費用収益の

見越繰延

続きを示 したの が図２であ る。

この図２か ら理解できる のは， 決算 日を越え て

次期に繰り越さ れるのは， 実はス トック 情報 だけ

で あ る と い う こ と で あ る。 収 益 ・ 費 用 と い っ た フ

ロー情報は，一一部 は見 越繰延 によ って資 産や負債

へ 変換され， 残り
は損 益勘定 にお いて「当期利 益」

が計算され， そ
れを資本という ス トック の増加分

と し て や は り ス ト ッ ク 情 報 と し て 蓄 積 さ れ る。 フ

ロー情 報が， 決算日 を越えて 次期以 降に繰 り越さ

れ る た め に は， い ず れ に し て も い っ た ん ス ト ッ ク

情報へ と変換されるわ けである。

この よう な観点か ら見 ると， 決算 をおこ なって

財務諸表 を作成すると いう 行為 は， フロー 情報を

発生主義の 観点からフロ ー情報 とス トック 情報と

に 峻 別 し， フ ロ ー 情 報
を い っ た ん リ セ ッ ト し た う

えで， 経過勘 定と して一 時的 にストッ ク情 報の形

で繰り越す という 手続き をおこ なって いる ものと

理解するこ とができる。 つ まり 財務 諸表作 成機能

とは， この よう なフロー情 報とス トッ ク情 報とを

峻別するための 一連の判 断・手 続き を行え るよう

にする機能 であると考え ること ができ る。

以上の考察 から， 複式簿 記の記 録機 能と しては

「会計 事象の忠実な記録 をおこ なう」と いう 役割を

指 向すべき であるという考 え方 を導き 出すこ とが

できる。 事象 を記録する 時点にお いて， なる べく

↓

損益計算書

↓
ス トッ ク 情 報 は フ ロ ー 情 報 は

次期に繰り越さ れる リセットされる

そ の 取引 を想 起 でき る よう な形 で記録 す るこ と

は， 単なる 財務諸表の 作成 のため でなく， 管理目

的 という 本来 簿記が もって いた役割 を果たすため

に も 必 要 と な る。

そ の逆に決算 手続き は， あくま でも財務諸表を

作成 するための「一 時的 な調整手 続きという役割」

に徹 するべき であると いう考 えも導き 出すことが

でき る。 決算日 におい て， なるべく忠 実に現在の

企業の 状況を伝 えるこ とが できるよう にするため

に は， し っ か り と し た 記 録 が な け れ ば な ら な い。

なぜ ならばシス テムの アウ トプッ トと して， どの

よう な情報を提 供でき るか は， システム のイ ンプ

ッ ト に 依 存 す る か ら で あ る。 ガ ベ ー ジ ・ イ ン ・ ガ

ベ ー ジ ・ ア ウ ト と な ら な い た め に も， 財 務 諸 表 の

記録機 能において は会 計事象 の忠実な記 録が求め

ら れ る の で あ る。

一 方 で Ｓｏｒｔｅｒ （１９６９） の 事 象 ア プ ロ ー チ の よ う

に
，
会計事象を 単に忠 実に記 録する だけでなく，

会計 事象そのもの を伝 達すべ きである という 考え

方も存在 する。 この立 場か らすると， そ もそも財

務諸表の 作成 に引 きず られて 仕訳をす るという 発

想自体 がナンセ ンスで あろう。 どのよう に会計事

象を集 約し最終 的な財 務諸表 を作成す るかは， 情

報の利用 者に委 ねられ るべ きであり， 生の データ

（ｒａｗ ｄａｔａ） を開 示 した方が より意思 決定 に有用
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図 ３ ＸＢＲＬ ＦＲ の 役 割

財務諸表

様式に従って組み直す

↑

ＸＢＲＬ ＦＲ

定義リンク

計算リンク

貸借対照表

決算：整理事項に関する情報

は何も与えない

タ ク ソ ノ ミ

ス キ ー マ
表示リンク

名称リ ンク

参照リンク

である と主張す る（２）。 この 事象ア
プロー チ の立 場

は極端 かも しれないが， 近 年の 不
正会 計事件 に端

を発 して財務 諸表の透明性 が盛んに論 じら れ， し

ば しば 「生の データ」 へのアクセスの 必要性 がさ

け ばれるこ とも少なく ない。 仮に生 のデータ ヘア

クセ スで きても， 会計
事象を忠実 に伝える もの で

な けれ ば何の解決 にもならない。 それゆ
え 会計 事

象の記 録と， そ の集約， す なわ
ち決算手 続は 明確

に区別 されな ければな らないのである。

ＩＶ ＸＢＲＬ ＦＲ お よ び ＸＢＲＬ ＧＬ の 機 能 と

役割

ＸＢＲＬ に は，
財務諸表を記述す る際に用 い られ

る ＸＢＲＬＦＲ と， 仕訳 データ を記述する 際
に用 い

ら れ る Ｘ ＢＲＬ ＧＬ の ２ つ が あ る。

ＸＢＲＬＦＲ は， 勘
定 科目の辞書と なるタク ソノ

ミ・ス キーマと，
財務諸表を作成す るため に必要

となる 様々な情 報がリンクベースの なか に規定さ

れて いる。 た
とえば， 勘

定科目 の階層構 造 （定 義

リ ンク），
集計 方法 （計算リンク）・

表 示順序 （表

示リ ンク）， 表示
名称 （名称リ ンク）・ 関連す る会

計基準 などの参照情報 （参 照リ ンク） な どである。

この 場合の財務 諸表の作成 とは， 複
式簿記 の一

連の 手続きで言え ば， 精算
表 上の貸 借対照 表と損

益 計算書か ら， 一定のフォ
ー マッ トに従っ て組み

直され，た 財務
諸表の 形 に 変 換 す る部 分 に 相 当す

る（３）。 し た が っ
て， そ の 前 の 段 階 の 決 算 手 続 に 関

す

る 内 容 に つ い て は， Ｘ ＢＲＬ
ＦＲ タ ク ソ ノ ミ の 中 に

は基本 的に規定さ れて いない。 つまり ＸＢＲＬ ＦＲ

は，既に決算 整理を済
ませ た最終 的な財 務数値を，

財務 諸表というフ ォーマッ トに整形 する という 機

能 と役割を持って いるので ある （図３）。

こ れ に 対 し， ＸＢＲＬ Ｇ
Ｌ は 勘 定 科 目， 仕 訳， 勘

定残高を表 現するためのタ クソノ ミで， 主と して

仕 訳 デ ー タ の 記 述 に 用 い ら れ る。 ＧＬ （
Ｇｅｎｅｒａｌ

Ｌｅｄｇｅｒ） という名前 がつ け られている
こと からも

分か るよう に， 同 時に総勘
定 元帳の 記述 にも用い

ら れ る。 こ れ は 何 を 意 味
す る か と い う と， ＸＢ

ＲＬ

の 世界で は， 仕訳
帳と元帳 との 区別がな されてい

ないという ことである。 なぜ
な らば， 仕訳 データ

を蓄積 して いけば， あ
とは各勘 定科目 ごと に集計

さえす れば元帳に相当 するデー タを簡 単に 取り出
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図 ４ ＸＢＲＬ ＧＬ の 守 備 範 囲
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ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ Ｅｎｔｒｉｅｓ

Ｅ
ｄｏｃｕ ｍｅｎｔＩｎｆｏ

ｅｎｔｉｔｙＩｎｆｏｍａｔｉｏｎ

ｅｎｔｒｙ Ｈ ｅａｄｅｒ

Ｌ二
ｅｎｔｒｙ Ｄｅｔａｉｌｓ

ｅｎｔｒｙ Ｄｅｔａｉｌｓ

ル ー ト エ レ メ ン ト

文書を識別するための情報

取引を行った組織に関する情報

仕訳を識別するための情報

勘 定 科 目 ・ 金 額 ・ 摘 要 な ど

勘 定 科 目 ・ 金 額 ㌔ 摘 要 な ど

すこ とが できるので， あえて 仕訳帳と 元帳 を区別

する 意味 がないのであ る。 その 逆に， 基本 データ

と して 元帳形 式で保存 してい たと して も， そ れを

時系列 的に組 み直せ ば仕訳 データ が導 出する こと

もでき るの で， 基
本データ が仕 訳なの か元帳 なの

かは，情報 システム上 では本 質的な問題 で はない。

どちらの 形式の データを より多く 使うか によっ て

決 めれ ばよい問題 であり， ＸＢＲＬ では仕 訳データ

の みを記 録する という 方 を選択 して いる に過 ぎな

い の で あ る（４）。

ここ で ＸＢＲＬ ＧＬ が扱う 範囲を見 てみ よう。

ＸＢＲＬ ＧＬ では， 以下のよう な帳簿 や会計 諸表 が

表 現されて いる。

● 仕訳帳 （特殊仕訳帳を含む） データの標準化

● 取引 データを表 現する ために必 要とな る勘定

科 目， 金額， 事象， 当事者 などの データ の共通

的表現

● 試算表， 連結決算 書の表 現

● 各種報告 様式 （有 価証券 報告書， 決 算 短信，

納税申告書など）

こ のよう に ＸＢＲＬ ＧＬ が扱 う 範囲 は広 範 で あ

り， 単に仕訳データ だけ でなく 帳簿 組織全体 にわ

たる データ が含ま れて いるこ とが分 かる。

続いて ＸＢＲＬＧＬ の 構成要 素，すなわち ＸＢＲＬ

ＧＬ で記録される データ項 目を見て みよう。

● 仕 訳 デ ー タ
汁

● 勘 定 科 目， 貸 借 の 区 分， 金 額， 発 生 日 時， 摘

要

●

●

●

●

●

●

組織お よび関与者 データ

販売 先， 仕入先， 取引に関 わった 従業員

証愚 書類 データ

文書番号， 日付， 保管場 所

リ ソ ー ス

在 庫， サ ー ビ ス， 固 定 資 産，
ＫＰＩ（重 要 業 績 指

標）

● 他の決算 書類との対 応関係

● 各種タクソノ ミとの 対応関係

こ れらの データ が記録 されるこ とによって， ①

企 業 がおこ なっ た 経済 活 動 の標 準的 な 記 述 デー

タ， ② 管理目的の ための基礎 データ， ③ 仕訳帳（特



殊仕訳帳を含む） および元帳の統一的なデータ表

現， ③最 終的 に作成
さ れる財務諸表へ の対応 関係

の情報， な どの情報 が記 述
されるこ とになる。 こ

れらの 情報 は， 決算をお こ
なう 際の 決算整 理事項

の 基 礎 とな る デ ータ を 提 供 して く れ る。 ＸＢＲＬ

ＦＲ では単 に最 終的 な財務 データ を財務 諸表の 形

に 組 み直 すた め の 情 報 しか 提供 しなか っ た が，

ＸＢＲＬ ＧＬ には決算 処理に必要 な情報を提 供 して

い る こ と が 分 か る。

っまり， ＸＢＲ
ＬＧＬ で は実際の取引を忠 実に記

録 する というこ とを指向 しつ つ， 小書 き情
報を 構

造化 し，
コン ピュータ に理解可能な形 式で記述 す

ること により， 従来 では背反 して
い た記録機 能と

財務 諸表作成 機能と を両 立するこ とが可能と なっ

て い る の で あ る。

Ｖ ま と め

ＸＢＲＬ に は， Ｘ ＢＲＬ
ＦＲ と ＸＢＲＬ ＧＬ と い う ２

つ の領域 があ り， 前者 が
財務諸表を記 述する ため

の仕様，後 者が仕 訳デ
ータを記 述するため の仕様，

と一般 に言わ れてい る。 しか しな がら両
者の 機能

と構 造を見て みると，ＸＢＲＬ
ＦＲ は財務 諸表を「記

述」す ること はできて も， 「作
成」 に関する 機能 が

ない こと が分かる。 その
一方 で， 仕訳 デー タを記

述 す る ため の ＸＢＲＬ ＧＬ に は財 務諸 表の 作 成 に

必 要な データ が記述さ れて いるのである。 ＸＢＲＬ

ＧＬ を用 いて「財務諸表 の作成」を意 識しない で取

引 の忠 実な把 握に専 念したと して も， 結果 として

財務 諸表の 作成に必 要なデータ が蓄 積さ れて いく

よう な仕 組みになっ ているの である。 取引 の
忠実

な 記録と いう 側面 を重視す ることと， 財 務諸表の

作成と いう 側面 を重視す ることは，ＸＢＲＬ の世 界

では 二律背反 的なこと でなく， 自然 に， しか も簡

単 に両 立する ことが できるのであ る。 これ により

簿記 本来の機 能の一つ である管 理目的にも・ その

記 録を十分 に活用す ること が可能となって いる。

ところ で， 複
式 簿記の基 本原理は， ＸＢＲＬ の中

にどの よう に組み込ま れて いると考え れば良いの

であ ろう か。
ＸＢＲＬ の 基本タクソノミ に記述さ れ

て いる内 容を見る 限り， Ｘ
ＢＲＬ には貸借平均 の原

複式 簿 記 の 記 録機 能 と 財 務 諸表 作 成 機 能 との 融 合 １２９

理を維 持するた めの仕 組みや， 自己
検証 機能に相

当する 仕組み は提供 されて いな い⑤。 そ れどころ

か
， 貸
借平均 の原理を 保証する 枠組み すら存在 し

てい ない。しか し ＸＢＲＬ に したがって デ
ータ を蓄

積 して い けば，決 して不整 合な データ
と はならず，

貸借 の残高 が等 しい 財務諸表 が作成 されるの であ

る。 こ れ は な
ぜ だ ろ う か。 私 見 で は， 複 式 簿 記 の

原 理はた とえば ＸＢＲＬ のタクソノ ミ・スキ ーマに

定 義さ れて いる勘 定科目や， 定義 リンクの 中に記

述されて いる勘定 科目間の 階層構 造な どに， 暗黙

裏に記 述されてい るもの と考えて いる。 ＸＢＲ
Ｌ で

は ア プ リ オ リ に， 会 計 事 象 を 資 産 ・ 負 債 ・ 資
本 ・

費用・ 収益の５ つのカ テ ゴリー に分類 すること が

規 定 さ れ て い る。 し か も ＸＢＲＬ Ｇ
Ｌ の デ ー タ；構 造

は
，
基本的 に複式記 入の原則 に基づい てい る。 複

式簿 記の基 本的な考 え方 は，
これ らの 定義 に織り

込 まれてい ると考 えるの が妥当で あろう。 だとす

れば， その 部分 に変
化 がないか ぎり， 伝 統的な複

式簿記の 考え方 は今後も引 き継 がれていく こと に

なる。 つ まり 現状にお いては， 複
式簿記 の基本 原

理を 変え るよう な 機 能や 構造 を ＸＢＲＬ が持 っ こ

と は あ り え な い。

現 時点にお いて， ＸＢＲＬ はあくま でも複式 簿記

会計 システ ムの概 念を記述す るた めの器と しての

役割 に専 念 してい る。 現行の
会計制 度の もとで，

よ り早く， より正 確に，
より簡 単に財務 諸表を開

示できる ことを 主眼と して開発 がなさ れているか

らだ。 もちろ ん ＸＢＲＬ には ＸＢＲＬ の 開発者自 身

も気づ いてい ないポテ ンシャル が存在 するかも し

れな い。ＸＢＲＬ 自身 のもつ高
度な拡 張可能性 は，

そ れを暗示 してい る。 しか しなが ら， も し複式 簿

記の 機能や 構造を 変える ものがあ るとす れば， そ

れは 「ＸＢＲＬ の 技術」 が主導す るという よりも，

やはり， ＸＢＲＬ が実 現
しよう とする 「簿 記会計の

理論」 の側に あるもの と信 じて いる。 従来の紙
べ

一スの 複式簿記 の考 えを前提 と した システム では

とう てい実 現 し得な かったこ とが，ＸＢＲＬ を用 い

れば実現可 能となる かも しれない。ＸＢＲＬ はそれ

だけ柔軟性 をもつ 非常に 拡張可能性 が高 い仕組み

を備えて いるか らである。 そ
れ ゆえ， 我々 が複式

簿記をよ り高度 なもの へと展開 するた めに， 理 論
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的な探 究をおこ なう 余地は まだま だ残さ れている

と 言 え よ う。

注

（１） ＸβＲＬ の 技 術 的 背 景 と な っ て い る Ｘ ＭＬ 技 術

に つ い て は， た と え ば 淵 田 （２００３， 第 ２ 章） や，

ＸＢＲＬＪａｐａｎ 監 修， 坂 上・臼 田 編（２００３， 第 ７ 章）

な ど を 参 照 さ れ た い。

（２） このよう に生の データを開示せよという立場

を事象アプローチと名付けた一方で，従来のよう

に財務諸表の作成側が一定の会計方針のもとに

会計事象を集約し財務諸表の形にまとめ，それを

開示すべきであるという立場を 「価値アプロー

チ」と名付けて対比している。 何が会計事象とし

て 識 別 さ れ る べ き か と い う 問 題 に つ い て は Ｃｕｓｈ－

ｉｎｇ（１９８９） は， 両 者 の 違 い は 「関 連 す る 経 済 事 象

の 定 義 の 違 い」 に か か わ る も の （Ｐ． ３１） と 述 べ，
どのような事象の どのような属性を記録すべき

で あ る か と い う 点 に つ い て は， そ れ が ど の よ う に

加エされるかという問題とは独立 した問題であ

る（Ｐ． ３２） と して い る。 こ れ ら の 議 論 に つ い て は，

Ｇｏｌｄｂｅｒｇ （２００１， ＰＰ．
４７－４９） に よ く

，
ま と め ら れ て

い る 。

（３） よ り 正 確 に 言 え ば，ＸＢＲＬ タ ク ソ ノ ミ に よ っ て

実 現 さ れ る の は， 勘 定 科 目 を 適 切 に 分 類 し， 適 切

な表示順序に配列し， 適切な勘定科目を設定する

というところまでで，決算短信や有価証券報告書

の よ う な 様 式 に ま で は 設 定 し て く れ な い。

（４） 簿記の発展の歴史を見れば， 簿記の帳簿として

本 質 的 な も の は や は り 元 帳 で あ ろ う。 た だ し 仕 訳

帳 と 元 帳 は， デ ー タ ベ ー ス 理 論 的 に 見 れ ば 同 値 で

あ る と 見 な す こ と も で き る。 ＡＮＳＩ／Ｘ３／ＳＰＡＲＣ

の 三 層 ス キ ー マ （ＡＮＳＩ／Ｘ３／ＳＰＡＲＣ， １９７５） で い

う と こ ろ の， 外 部 ス キ ー マ （ビ ュ ー） の 与 え 方 の

違 い に す ぎ な い。 現 実 の 会 計 情 報 シ ス テ ム に お い

て も， マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス に つ い て は 元 帳 形 式

を 採 用 して い る か， 仕 訳 帳 形 式 を 採 用 して い る か

の い ず れ か で あ り， そ の 両 方 を 採 用 し て い る も の

は 寡 聞 に し て 知 ら な い。 マ ス タ ー デ ー タ ベ ー ス に

ど ち ら の 形 式 を 採 用 す る か は， 会 計 情 報 シ ス テ ム

が 求 め る 機 能 に と っ て， ど ち ら が よ り 便 利 か と い

う 視 点 で 選 ん で い る の が 実 情 で あ り， 少 な く と も

技 術 的 な 視 点 か ら は 両 者 に 本 質 的 な 違 い は な い。

（５） ただし最近，貸借平均の原理による財務数値の

妥当性の検証を含む検証機能を定めた新たな仕

様ｉと し て， フ ォ ー ミ ュ ラ と い う も の が 仕 様 候 補 と

な っ て い る。 フ ォ ー ミ ュ ラ に は， 貸 借 対 照 表 等 式

な ど の さ ま ざ ま な 式 が 定 義 さ れ， そ れ を 基 づ い て

財務数値の妥当性を検証する仕組みを提供する

も の で あ る。 フ ォ ー ミ ュ ラ の 仕 様 に つ い て は，
Ｘ ＢＲＬ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１ （２００５） を 参 照 さ れ た い

。
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ＸＢＲＬ Ｊａｐａｎ 監 修， 坂 上 学 ・ 自 田 佳 子 編 （２００３）

『ＸＢＲＬ に よ る 財 務 諸 表 作 成 マ ニ ュ ア ル』

日 本 経 済 新 聞 社。




